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日韓青少年伝統芸能交流
韓国の高校生と伝統芸能交流

新潟県立羽茂高等学校  赤泊分校  郷土芸能クラブ

～小木港重要港湾指定30周年記念事業開催～

★7月20日（木）　
 ・ 午前11時～　「あこがれ」入港　
　ヨット、たらい舟、漁船の歓迎出向え、歓迎式典
 ・ 午後7時～午後8時　歓迎祭
　（場所・小木みなと公園）小木おけさ子供連などの芸能披露
 ・ 午後6時～午後10時　「あこがれ」ライトアップ　
　（７月20日（木）・21日（金）の2日間）
★7月21日（金）　
 ・ 午後2時～午後4時　シンポジウム
　（場所・マリンプラザ小木）　一般参加者40名を公募します。
　参加費は無料。応募は官製ハガキで６月末に締め切ります。
 ・ 午後6時～午後9時　
　記念式典、芸能披露（若林美津枝と鼓童、さざ波会等）交流会
　（場所・小木みなと公園）一般参加者１００名を公募します。
　参加費は２、０００円。応募は官製ハガキで６月末に締め切ります。
★7月22日（土）　
 ・ 午前9時～午前11時30分　
　「あこがれ」一般公開　乗船無料　
 ・ 午後1時～午後4時　セイルドリル体験無料　
　（岸壁接岸状態）小学校４年生以上40名を公募します。
　応募は官製ハガキで６月末に締め切ります。
 ・ 午後4時30分　「あこがれ」出航

小木港が重要港湾に指定され
30年を迎え、お祝いをするとともに、
「小木・直江津航路の活性化」を

目的に、多くの記念事業が
3日間開催されます。

共催事業
☆第37回「おぎ・さざえ祭り」も開催！
 ・ 昼の部（無料） 7月22日（土） 午前10時～午後3時
　　　（場所・小木みなと公園）
 ・ 夜の部（有料）
　　　第1回　　7月14日（金）～17日（月）　
　　　第2回　　7月21日（金）～23日（日）　　
　　　午後7時40分～午後9時（場所・埠頭公園付近）

☆佐渡航路就航船写真展示（無料）
　　7月15日（土）～7月31日（月）　
　　午前8時30分～午後5時
　　（場所・日本アマチュア秀作美術館）

◆募集します！
　帆船「あこがれ」小木港寄港歓迎セーリングに使用す
る「ヤマハ30・ハイグレース26」の乗組員を募集しています。
 ・ 募集人員　15名程度　（締め切りは6月末日）
　募集内容の詳細については、佐渡ヶ島ヨットクラブ事
務局までお問合せください。（蕁86-3029　榎谷裕人）

◎お問い合わせ
　　30周年記念実行委員会（南佐渡観光案内所内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　蕁86-3200

　このたび、韓国仁川広域市富平女子工業高等学校、崔校長、風

物部（サムルノリ）顧問の朴先生、同部員８名と、当赤泊分校（校長 

石井哲彰、生徒数19名）との国際交流を５月28日、29日に行いました。

　佐渡市、（財）地域伝統芸能活用センター（東京）などから後援を

いただき、感謝しております。

　28日は、両津「鬼太鼓どっとこむ」で共演し、観客の大きな拍手を

いただきました。鉦や太鼓をたたきながら、帽子についた長さ2ｍにも

なるリボンを巧みに操り、舞台を踊り回ります。白を基調にした美しい

民族衣装で踊る姿は、躍動感にあふれる素晴しいものです。

　夕方からは、赤泊文化会館で小木や羽茂の小中高校生たちの団体（小

木おけさ子供連・羽茂民踊子供会）を加えた交流会を行い、その夜は赤泊

分校生宅にホームステイしました。

　さらに、29日午前は赤泊分校で交流会と記念プレート交換会を行い、午後

は羽茂高等学校体育館で公演しました。このことはTVや新聞でも大きく報

道されました。

　「近くて遠い国」という言葉があります。日本と韓国の高校生が互いの文

化を理解し、尊敬し、一人ひとりが「小さな外交官」としての自覚を持ち、「近

くて近い国」となる一歩を踏み出したと考えています。

インチョン プピョン チェ

かね

パク

▲踊り手のための小太鼓・ソゴを習う

▲踊りをリードする楽器ケンガリ（雷を意味
　する）をたたいてみる
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現
在
、佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
ト
キ
を
平
成
２０
年
に
自
然
界
に

試
験
放
鳥
し
、平
成
２７
年
頃
に
は
６０
羽
の
ト

キ
を
野
生
に
復
帰
さ
せ
る
計
画
で
す
が
、今

ま
で
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
き
た
ト
キ
を
い

き
な
り
放
鳥
し
た
の
で
は
自
然
界
に
適
応

で
き
ま
せ
ん
の
で
、試
験
放
鳥
の
前
に
訓
練

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
国
が
県
に
委
任
し
、訓
練
施
設

と
な
る
ト
キ
野
生
順
化
施
設
を
新
穂
正
明

寺
地
区
に
建
設
中
で
あ
り
、今
年
度
末
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
ト
キ
は
平
成
１９
年
度
に
こ
の
施
設
で「
飛

行
」
、「
餌
と
り
」
、「
集
団
生
活
」
、「
繁
殖
」

等
の
訓
練
を
し
た
後
に
試
験
放
鳥
と
な
り

ま
す
。

施
設
の
概
要

　
事
業
年
度 : 

平
成
１６
年
度
〜
平
成
１８

年
度

　
総
事
業
費 : 

１４
億
３
千
万
円

　
敷
地
面
積 : 

２２
・
６
ｈ
ａ

　
主
な
設
備

〔
順
化
ケ
ー
ジ
〕

　
自
然
状
態
で
エ
サ
を
と
る
、集
団
で
生

活
す
る
、飛
び
回
る
と
い
っ
た
能
力
を

身
に
つ
け
る
ケ
ー
ジ
で
、幅
５０
ｍ
、長
さ

８０
ｍ
、高
さ
１５
ｍ
、面
積
約
４
、０
０
０
裃

の
大
き
さ
で
１
棟
建
設
し
ま
す
。

〔
繁
殖
ケ
ー
ジ
〕

　
繁
殖
能
力
を
身
に
付
け
る
ケ
ー
ジ
で
、

幅
１８
ｍ
、高
さ
７
ｍ
、面
積
約
２
０
０
裃

の
大
き
さ
で
、８
棟
建
設
し
ま
す
。

〔
管
　
理
　
棟
〕

　
施
設
全
体
を
管
理
す
る
建
物
で
、延

床
面
積
は
約
３
８
０
裃
で
す
。

市
役
所 

環
境
課
ト
キ
推
進
室（
新
穂
支
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
２２
―
３
１
１
９

　
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
人
工
飼
育
さ

れ
て
い
る
ト
キ
の
繁
殖
期
が
ほ
ぼ
終
わ
り
ま

し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、９
つ
が
い
で
自
然
繁

殖
が
試
み
ら
れ
、す
べ
て
の
つ
が
い
が
産
卵
し
、

産
卵
総
数
は
４６
個
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
う

ち
８
つ
が
い
か
ら
２３
羽
の
ヒ
ナ
が
か
え
り
、２

羽
が
ふ
化
直
後
に
死
亡
し
ま
し
た
が
、
２１
羽

が
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。５
月
１２
日
に
は
、

ト
キ
の
飼
育
数
が
念
願
の
１
０
０
羽
に
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
１１
年
１
月
、中
国
の
江
沢
民
国
家

主
席
か
ら
天
皇
陛
下
に
「
洋
洋
」「
友
友
」の

ペ
ア
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
年
５
月
、こ
の
つ

が
い
か
ら
、日
本
で
初
め
て
の
人
工
増
殖
に
よ

る
ト
キ
の
ヒ
ナ
「
優
優
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
優
優
」の
誕
生
以
降
、佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
で
の
中
国
産
ト
キ
に
よ
る
人
工
増
殖
事

業
は
順
調
に
進
み
、平
成
１６
年
に
は
飼
育
下

で
初
め
て
の
自
然
繁
殖
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、ト
キ
が
営
巣
か
ら
産
卵
、抱
卵
、育

雛
ま
で
人
の
手
を
借
り
な
い
で
自
分
で
で
き

る
よ
う
自
然
繁
殖
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

今
年
生
ま
れ
た
２１
羽
の
ヒ
ナ
の
う
ち
、自
然

ふ
化
で
生
ま
れ
た
の
は
１６
羽
で
し
た
。

　
来
年
、新
穂
正
明
寺
に
建
設
中
の
ト
キ

野
生
順
化
施
設
が
完
成
す
る
と
、佐
渡
ト

キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
一
部
の

ト
キ
が
順
化
施
設
に
移
さ
れ
て
、平
成
２０
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
試
験
放
鳥
に
向
け
、

野
生
で
生
き
る
た
め
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
の
ト
キ
が
１
０
０
羽
に

新穂正明寺地区に建設中のトキ野生順化施設
　標高約150メートルの高台で、周辺はトキの
　餌場となる水田跡や沢のほか、ねぐらとなる
　ナラやスギの林がある。
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【
平
成
１８
年
度
の
新
年
金
額
の
お
知
ら
せ
】

　
平
成
１７
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
対
前
年
比
変
動
率
が
マ
イ
ナ
ス
０
・
３

％
と
な
り
、年
金
額
に
つ
い
て
も
現
役
世
代

の
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、平
成
１８

年
度
の
年
金
額
も
引
き
下
げ
た
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
老
齢
基
礎
年
金（
月
額
）

　
　
平
成
１８
年
度
　
６
万
６
０
０
８
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
△
２
０
０
円
）

　
　
平
成
１７
年
度
　
６
万
６
２
０
８
円 

　
　
※
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で（
４０
年
）
す
べ

　
　
　
て
納
付
済
の
額
に
な
り
ま
す
。�

　
年
金
額
改
定
通
知
書
と
し
て
受
給
権
者

の
方
に
５
月
末
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
送

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
願
い
ま
す
。

　
ま
た
新
し
い
年
金
額
は
平
成
１８
年
４
月

分
か
ら
適
用
さ
れ
、受
給
者
の
方
に
は
６
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。（
４
月
及
び
５
月
の
２

ヶ
月
分
支
給
）

７
月
定
例
社
会
保
険
事
務
相

談
所（
年
金
相
談
等
）の
開
設

に
つ
い
て

●
お
問
い
合
わ
せ
先
●

　
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

　
　
蕁
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５

　
ま
た
は

　
市
役
所
　
市
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
蕁

６３
―
５
１
１
２

　
各
支
所
市
民
課
国
民
年
金
担
当
係

佐
和
田
商
工
会
　
蕁
５２
―
３
１
４
８

　
１９
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

両
津
商
工
会
　
蕁
２７
―
５
１
２
８

　
２０
日（
木
） 

　
受
付
　
午
前
９
時
〜
１１
時

小
木
町
商
工
会
　
蕁
８６
―
２
２
１
６

　
２０
日（
木
） 

　
受
付
　
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分

看
護
師（
１
名
）

賃
金
　
月
額
１５
万
７
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
新
卒
者
の
場
合
）

受
験
資
格
　

年
齢
５０
歳
未
満
の
健
康
な
人
で
、看
護
師

ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人
。

お
申
し
込
み
方
法

申
込
書
お
よ
び
履
歴
書
を
平
成
１８
年
６
月

３０
日
ま
で
に
ス
マ
イ
ル
赤
泊
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、申
込
書
は
ス
マ
イ
ル
赤
泊
事

務
室
に
あ
り
ま
す
。

試
験
日
時
・
場
所

　
平
成
１８
年
７
月
上
旬（
予
定
）

ス
マ
イ
ル
赤
泊
会
議
室

そ
の
他
、ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ス
マ
イ
ル
赤
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
８１
―
５
７
５
０

【
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
併

給
可
能
性
の
お
知
ら
せ
】�

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
平
成
１８
年
４
月
か

ら
、
６５
歳
以
上
の
方
は
「
障
害
基
礎
年
金
」

と
「
老
齢
厚
生
年
金（
退
職
共
済
年
金
）」

ま
た
は「
遺
族
厚
生
年
金（
遺
族
共
済
年
金
）」

と
を
あ
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
受
給
す
る
年
金
を
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
受
給
額
が
高
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、現
在
受
け
て
い
る

年
金
の
組
合
せ
の
確
認
が
必
要
な
方
々
に
５

月
中
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

【
現
況
届
の
今
後
の
取
扱
い
に
関
す
る
お

知
ら
せ
】� 

　
現
在
、受
給
者
の
現
況
届
に
つ
い
て
は
年

１
回
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
現
況
届（
は
が

き
）を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

１２
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
現
況
確

認
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、今
ま
で
の
現

況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。６

月
か
ら
１１
月
生
ま
れ
の
方
に
は
現
況
届
と
一

緒
に「
事
前
周
知
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
ち
ら
し
）」

が
同
封
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
１０
月
以
降
、社
会
保
険
庁
の
本

人
基
本
情
報
と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
と
に
相
違
が
あ
り
、住

民
票
コ
ー
ド
が
確
認
で
き
な
い
方
、ま
た
加

給
年
金
額
対
象
者
の「
生
計
維
持
確
認
届
」

や
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
の
医
師
に
よ

る
「
診
断
書
」
等
は
、引
き
続
き
現
況
届
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ス
マ
イ
ル
赤
泊
」
の

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
が
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時 : 

平
成
１８
年
６
月
１９
日（
月
）　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

会
場 : 

両
津
保
健
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
佐
渡
保
健
所
　
蕁
７４
―
３
４
０
７

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係 

　
　
　
　
　
　
　
蕁
６３
―
５
１
１
３

精
神
保
健
相
談
会
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

16
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お知
らせ

　
児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
毎
年
６
月

中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
の
届
は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、引
き
続
き
受
給
要
件

が
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、６
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、必

ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き
の
詳

し
い
内
容
は
６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た

支
払
通
知
書
に
同
封
の
案
内
文
書
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所 

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
蕁
６３
―
５
１
１
３（
内
線
２
９
８
）

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
佐
渡

〜
家
族
・
仲
間
・
地
域
の
つ
な
が
り
、

　
　
　
　
支
え
あ
い
〜
を
め
ざ
し
て

「
ふ
れ
愛
・
さ
さ
え
愛
　
介
護
教
室
」
の
お

知
ら
せ

　
ひ
と
月
に
１
回
、「
ふ
れ
愛
・
さ
さ
え
愛
　

介
護
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

　
第
３
回

　
日
時
　
６
月
２８
日（
水
）

会
場
　
小
木
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
つ
く
し

◇
講
義
お
よ
び
実
習（
午
前
１０
時
か
ら
１２
時
）

「
自
立
に
役
立
つ
介
護
用
品
、遊
び
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
IN
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
つ
く
し
」

◇
実
技
「
介
護
技
術
の
実
際
」（
午
後
１
時

３０
分
か
ら
３
時
３０
分
）

　（
半
日
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。
）

「
元
気
づ
く
り
地
域
づ
く
り
講
座
」
の
お
知

ら
せ

　
あ
な
た
自
身
の
い
き
い
き
人
生
に
向
け
て
、

ま
た
、あ
な
た
の
元
気
を
ま
わ
り
の
人
へ
ほ
ん

の
少
し
お
す
そ
分
け
す
る
た
め
に
、今
ま
で

の
知
恵
と
経
験
を
も
と
に
、軛健
康
づ
く
り
軣

を
語
り
ま
せ
ん
か
！

相
談
内
容 : 

解
雇
・
退
職
・
雇
用
保
険
・
賃  

　
　
　
　
　
金
な
ど
の
労
働
問
題

相
談
時
間 : 

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　（
休
日
を
除
く
）

　
　   

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

◇
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ

　
ま
す
。

◇
無
料
の
弁
護
士
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
予
約
が
必
要
で
す
）

お
わ
び
と
訂
正 

５
月
２５
日
発
行
の
お
知
ら
せ
版
で
記

載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
６
ペ
ー
ジ  

６
月
の「
相
談
」
欄

労
働
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
は

          

ろ
う
ど
う
１
１
０
番
へ

福祉
健康

児
童
手
当
の
現
況
届
を

           

提
出
し
て
く
だ
さ
い

内
閣
総
理
大
臣
名
の

          

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

請
求
期
限
は
、平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

で
す
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等（
事
変
地
の

区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方（
慰
労
給
付
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、そ
の
御
苦
労
に
報
い
る
た
め
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り

ま
す
。

○
ご
本
人
ま
た
は
、ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
請
求
用
紙

　
請
求
用
紙
は
、佐
渡
市
福
祉
保
健
部
社

会
福
祉
課（
電
話
６３
―
５
１
１
３
）お
よ
び
支

所
福
祉
保
健
課（
両
津
、相
川
、佐
和
田
）、

市
民
課（
新
穂
、畑
野
、真
野
、小
木
、羽
茂
、

赤
泊
）の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、次
の
と
こ
ろ
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て

も
可
能
で
す
。

　
〒
１
０
０
―
８
９
２
６

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１
―
２

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室  

業
務
担
当

　
蕁 

０３
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２（
直
通
）

　
FAX 

０３
―
５
２
５
３
―
５
１
９
０

蕁
０
２
５
―
２
３
２
―
６
１
１
０

ろ
う
ど
う
１
１
０
番

※1教室（1日）3回コース　支所単位で10教室を順次開催します。
　午後開催の「ぴんぴんころりん教室」のみの参加も可能です。

第1回

午前9時30分から12時
（話し合いと講義・体験など）

午後1時30分から3時30分
（実践編「ぴんぴんころりん教室」）

介護予防の軽い運動・頭の体操・
楽しく遊びリテーション・いい地域
にするための知恵比べ　など

自分が元気になる方法

地域が元気になる方法

いつまでも自分らしくいられる
自立介護方法

第2回

第3回

６
月
〜
７
月
の
予
定

◇
金
井
地
区（
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
６
月
６
日（
火
）／
６
月
１２
日（
月
）／
６

月
２１
日（
水
）

◇
両
津
地
区（
両
津
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
６
月
１４
日（
水
）／
６
月
２３
日（
金
）／
６

月
２７
日（
火
）

◇
羽
茂
地
区（
羽
茂
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
６
月
３０
日（
金
）／
７
月
４
日（
火
）／
７

月
１２
日（
水
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課
老
人
保
健
係
　

　
　
　
　
　
　
　
蕁
６３
―
３
１
１
５

　
お
よ
び
各
支
所
福
祉
保
健
課
ま
た
は
市

民
課
の
保
健
師
ま
で

６
月
２０
日（
火
）の
巡
回
法
律
相
談（
両

津
）は
、事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
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市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

入
居
資
格

＊
宮
川
住
宅
団
地
は
漓
、滷
、潺
に
該
当
す

る
こ
と

漓
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租
公
課

（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

滷
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い
る

こ
と（
中
原
蓮
池
住
宅
、後
稲
葉
住
宅
は

申
込
者
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

澆
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
２０
万
円（
高

齢
者
世
帯
、障
害
者
の
い
る
世
帯
、小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
等
は

２６
万
８
０
０
０
円
）を
超
え
な
い
こ
と

潺
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

◎
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
建
設
課
も
し

く
は
各
支
所
の
窓
口
へ
、申
請
書
な
ど
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
６
月
３０
日（
金
）午
後
５
時

ま
で

◎
入
居
可
能
日
　
７
月
中
旬
以
降

◎
入
居
に
際
し
て
保
証
人（
２
名
）と
敷
金

（
家
賃
の
３
ヶ
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
◇

市
役
所
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
６３
―
５
１
１
８

両
津
支
所
　
建
設
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
２７
―
２
１
１
７

相
川
支
所
　
建
設
水
道
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
７４
―
０
３
３
８

佐
和
田
支
所
　
建
設
水
道
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
５７
―
８
１
２
５

畑
野
支
所
　
建
設
水
道
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
６６
―
３
１
１
５

赤
泊
支
所
　
建
設
水
道
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
８７
―
３
１
１
１

と
　
き
　
平
成
１８
年
６
月
２５
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら

場
　
所
　
羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
。
発
表
会
の
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
を
ご
希
望
の
方
は
、当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　 

蕁
６６
―
２
７
１
９
　（
闍
野
さ
ん
）

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
　
募
集

◇
海
上
保
安
大
学
校

・
受
験
資
格
　
昭
和
６１
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で（
※
）に
該
当
す
る
方

・
受
付
期
間

　
郵
送
・
持
参 

８
月
２４
日
貅
〜
９
月
５
日
貂

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

８
月
２４
日
貅
〜
８
月
３０
日
貉

・
試
験
日
等
　
第
１
次
試
験
　
１０
月
下
旬

　
　
　
　
試
験
地
　
新
潟
市
な
ど
１２
か
所

◇
海
上
保
安
学
校

・
受
験
資
格
　
昭
和
５８
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で（
※
）に
該
当
す
る
方

・
受
付
期
間

　
郵
送
・
持
参 

７
月
１８
日
貂
〜
８
月
１
日
貂

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

７
月
１８
日
貂
〜
７
月
２５
日
貂

・
試
験
日
　
　
第
１
次
試
験
　
９
月
下
旬

（
※
）受
験
資
格
と
し
て
、海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
と
も
、次
に
該
当
す
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平

成
１９
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

（
２
）中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
方
お
よ

び
平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

（
３
）高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

を
修
了
し
た
方
お
よ
び
平
成
１９
年
３
月
ま

で
に
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

を
修
了
す
る
見
込
み
の
方

（
４
）大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
方

な
ど
人
事
院
が（
１
）、（
２
）と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
渡
海
上
保
安
署
　
蕁
２７
―
４
９
９
９

　
第
九
管
区
海
上
保
安
部
人
事
課

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
―
４
４
４
―
５
６
７

■
大
野
第
１
住
宅（
両
津
地
区
）

○
所
在
地
　
梅
津
２
２
２
２
番
地

○
規
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て
、

　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、平
成
９
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
１
０
４
号
室
）

○
家
賃
　
月
額
２
万
５
８
０
０
円
〜
５
万
６

７
０
０
円

■
栄
町
団
地（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
栄
町
５
番
地

○
規
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て
、２
Ｄ
Ｋ
、

　
　
　
　
平
成
８
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
あ
や
め
棟
１
０
４
号
室
）

○
家
賃
　
月
額
１
万
８
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

４
万
１
４
０
０
円

■
中
原
蓮
池
住
宅（
佐
和
田
地
区
）

○
所
在
地
　
中
原
６
１
１
番
地
１

○
規
格
　
簡
易
耐
火
構
造
２
階
建
て
、

　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、昭
和
５４
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
２
６
号
室
）

○
家
賃
　
月
額
１
万
４
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

２
万
９
６
０
０
円

■
後
稲
葉
住
宅（
畑
野
地
区
）

○
所
在
地
　
畑
野
甲
６
２
７
番
地
２

○
規
格
　
木
造
平
屋
建
て
、２
Ｄ
Ｋ
、

　
　
　
　
平
成
１３
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
Ｃ
―
４
号
室
）

○
家
賃
　
月
額
１
万
６
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

３
万
５
２
０
０
円

■
若
者
向
け
定
住
促
進
住
宅
　
宮
川
住
宅

団
地（
畑
野
地
区
）

○
所
在
地
　
宮
川
８
３
８
番
地
３

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、４
Ｄ
Ｋ
、

　
　
　
　
平
成
１１
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３
号
室
）

○
家
賃
　
月
額
３
万
９
０
０
０
円

■
真
浦
団
地（
赤
泊
地
区
）

○
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

　
　
　
　
平
成
６
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
２
号
室
）

○
家
賃
　
月
額
２
万
２
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

４
万
８
４
０
０
円

第
20
回  

佐
渡
人
形
芝
居

           

発
表
会
の
お
し
ら
せ
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日
本
国
憲
法
で
は
、「
す
べ
て
の
国
民
は
法

の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、人
種
、信
条
、性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、政
治
的
、

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、差
別

さ
れ
な
い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
人
権
に
関
す
る
現
状

を
見
ま
す
と
、女
性
、子
ど
も
、高
齢
者
、障

害
者
、外
国
人
な
ど
に
対
す
る
差
別
や
偏

見
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、社
会
の
高
齢
化
、

国
際
化
、情
報
化
等
の
進
展
に
と
も
な
い
、

新
た
な
人
権
課
題
も
生
じ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、国
で
は
「
人
権
擁

護
施
策
推
進
法
」
や
「
人
権
教
育
及
び
人

権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
る
と
と
も
に
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関

す
る
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
の
確
立
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
は
、

人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
に
関
す
る
施

策
を
策
定
し
実
施
す
る
責
務
が
課
せ
ら
れ
、

佐
渡
市
で
は
本
年
度
か
ら
２
ヵ
年
を
か
け
「
人

権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
計

画
で
す
。

　
そ
こ
で
、こ
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の

委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
委
員
の
任
期  

平
成
１９
年
度
末
ま
で

◇
報
酬
　
委
員
長 

５
、８
０
０
円 

・ 

委
員

５
、３
０
０
円 

（
そ
の
他  

費
用
弁
償
）

１
　
募
集
人
員
　
　
１４
名

２
　
応
募
資
格

　
　
　
応
募
締
め
切
り
日
現
在
で
、次
の
条

件
を
満
た
す
人

　
　
・
佐
渡
市
に
住
所
が
あ
る
人
、
ま
た

は
佐
渡
市
内
の
事
務
所
等
に
勤
務
す

る
人

　
　
・
年
齢
満
２０
歳
以
上
の
人

３
　
募
集
期
間

　
　
　
６
月
１５
日
か
ら
　
７
月
１４
日
ま
で

４
　
応
募
方
法

　
　
　
佐
渡
市
役
所
市
民
課
お
よ
び
各
支

所
市
民
課
に
備
え
付
け
の「
応
募
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、持
参

ま
た
は
郵
送
で
ご
応
募
下
さ
い
。な
お
、

応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

５
　
ご
応
募
、お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
市
役
所
市
民
課（
蕁
６３
―
５
１
１
２
）

　
　
お
よ
び
各
支
所
市
民
課

６
　
選
考
方
法

　
　
　
提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
・
選
考

し
ま
す
。
な
お
、審
査
・
選
考
の
結
果
、

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら

  

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

試
験
の
程
度
／
高
等
学
校
卒
業
程
度

受
付
期
間
／
６
月
２０
日（
火
）〜

               

６
月
２７
日（
火
）（
消
印
有
効
）

申
込
先
／
人
事
院
関
東
事
務
局
／
〒
３
３

０
―

９
７
１
２
／
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
１
番
１
／
蕁
０
４
８
―
７
４
０
―
２

０
０
６
〜
８

第
１
次
試
験
／
９
月
３
日（
日
）／
教
養
試

験
、適
正
試
験
お
よ
び
作
文
試
験

第
２
次
試
験
／
１０
月
１２
日（
木
）〜
１９
日（
木
）

ま
で
の
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
す
る
日
。

／
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査

合
格
発
表
／
第
１
次
試
験
／
１０
月
５
日（
木
）

／
最
終
合
格
／
１１
月
９
日（
木
）

※
受
験
申
込
書
は
税
務
署
窓
口
で
交
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
採
用
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
相
川
税
務
署
総
務
課
蕁
７４
―

３
２
７
６

税
務
職
員（
税
務
大
学
校
生
）募
集

住宅用火災警報器等の設置が義務付けられました。

消防法および佐渡市火災予防条例により、全ての住宅等（アパート等も
含む）に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。

（自動火災報知設備・スプリンクラー設備等が設置されている場合は免除されます。）

新築住宅等（アパート等も含む）は消防法により平成18年6月1日から
施行されています。（6月1日以降に新築する住宅等は、新築時に住宅用火災警
報器を設置しなければなりません。）

既にお住まいの住宅等（アパート等も含む）については、平成23年5月
31日までに設置してください。
※皆さんの、かけがえのない命を火災から守るため、早めに設置しましょう！

基本的な設置場所：寝室（普段寝ている部屋）および寝室がある階の階
段（2階の階段踊り場等）

詳細については、市報さど2月、3月号に連載していますのでご覧くださ
い。佐渡市消防本部ホームページ：http://www.e-sadonet.tv/̃fire119/に
も掲載しています。
住宅用火災警報器等についての問合せは、佐渡市消防本部予防課（52
－3941）または最寄の各消防署予防係へお願いします。

ピーピー
火事です！

「
佐
渡
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」

                   

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す


